
８ シンポジウム（防災科学技術研究所） 

 

8.1 はじめに（シンポジウムの概要） 

本研究プロジェクトで目指す減災情報共有プラットフォームの内容を，ユーザーである自治体

関係者ならびに減災に携わる研究者，実務者に広く周知することを目的とし，平成１８年１月１

１日に（独）科学技術振興機構地下１階ＪＳＴホールにて，「自治体が災害対応に使えるシステム

とは」をテーマとして危機管理対応情報共有技術による減災対策第２回シンポジウムを開催した．

本シンポジウムでは，今年度に行われた研究の成果と，最終年度に研究成果を検証する目的で実

施される実証実験の構想について説明を行うとともに，実際に災害対応に携わった福岡県福岡市，

ならびに防災先進自治体とされ，最先端の防災情報システムを運営する静岡県より防災担当職員

を講師として招き，災害対応の経験や防災情報システムのあり方等に関する講演会を開催した．

また，実際に役に立つ防災情報システムのあり方について，プロジェクトメンバーと講演者によ

るパネルディスカッションを行った．図 8-1にシンポジウム会場で撮影した写真をまとめた． 
 
8.2 特別講演 

 自治体において防災情報システムの構築，運用に携わった防災担当職員を講師とした特別講演

会を開催した．特別講演は以下の２題である． 

 特別講演１ 福岡市の災害対応支援システム（福岡市 宮崎 邦弘） 

 特別講演２ 静岡県総合防災情報支援システムの構築とその運用（静岡県 小澤 謙一） 

 宮崎氏は，福岡市に導入されている災害対応支援システムの概略を説明されるとともに，実際

の災害対応からの教訓をシステムにフィードバックさせて，より使いやすく，役に立つシステム

へと改良する過程について，経験をお話いただいた．宮崎氏の講演に対し，過去の災害ではシス

テムへの入力の時間がとれないという事例が発生しているが本当に使うことができるのか，とい

う質疑が会場から出された．これに対し宮崎氏は，システムへの入力項目を減らしていることか

ら，各区の担当者も入力はできるはずであり，7.19水害の際もこのシステムで対応を行うことが

できたと答えられた．また，もし入力が足りない部分があったとしても，紙ベースのＦＡＸ等と

は異なりログが残ることから，後の検証にも用いることができるという利点を話された． 

 小澤氏は，静岡県総合防災支援システムASSIST-2について，機能の概略を説明された．また，

近い将来発生するとされる東海地震等への対応も見据えつつ，今後の課題やシステムの改良点に

ついても解説を行った．小澤氏の講演に対し，東海地震等の発生によりユーザーが急増するよう

な事態になった場合，システムがどこまで耐えることができるのか，という質疑が出された．こ

れに対し小澤氏は，負荷試験ツールを用いて検証を行っており，東海地震の被害想定に基づく入

力件数であれば対応可能であると答えられた． 

両特別講演の資料（抜粋）を，図8-2，図8-3に示す． 

8-1



8.3 パネルディスカッション 

パネルディスカッションでは，シンポジウムのテーマである「自治体が災害対応に使えるシス

テムとは」をテーマとして，以下のパネラーによる話題提供と討議を行った． 

コーディネーター 鈴木 猛康（防災科学技術研究所・実災害の情報共有実態調査） 

    パネラー 座間 信作（消防研究所・防災情報システムの現状） 

    パネラー 目黒 公郎（東京大学・情報共有システム導入で変わる災害対応業務） 

    パネラー 宮崎 邦弘（福岡市消防局 東消防署警備課 箱崎出張所長， 

前市民局 生活安全・危機対策室 防災課 防災係長） 

    パネラー 小澤 謙一（静岡県総務部防災局 防災通信管理室 主査） 

 パネルディスカッションは，まず本プロジェクトの参画者である鈴木，座間，目黒が，それぞ

れの研究から得られた知見に基づき，減災情報共有プラットフォームに求められる機能について

話題提供を行った．その後，減災情報共有プラットフォームに期待する事項について，宮崎氏，

小澤氏に自治体防災担当者の視点からコメントをいただくこととした．各パネラーによる発言の

要点を，表 8-1に示す． 

 

表 8-1 パネルディスカッションの要点 

パネラー 要点 

鈴木（防災科研） ・ 多くの自治体では情報システムがなく，様式に従ったＦＡＸ等の紙ベー

スで対応している．上位機関，マスコミ，住民からの問い合わせ等に忙

殺されて本来の災害対応業務に時間を裂けないから，システムとしてこ

の点を自動化し，職員の本来業務のための時間を確保することが求めら

れる． 

・ 初動期には被害の有無だけでも求められる．何かの項目が未入力である

ためにその後の作業ができない，というシステムは使えない．また，入

力は必要最低限とし，従来のメモ等を生かした情報共有も行う必要があ

る．システムだけに頼ることは避け，ハイテクとローテクの併用が求め

られる． 

・ あくまでも防災目的のための情報共有システムということから，各情報

の共有先は特定の相手に限定する必要がある． 

・ 情報の提示は，全容と対応状況が一目でわかるようにする必要がある．

また，重複情報の判別支援や，多様な情報を重ねて表示する，重要な情

報ほど前面に表示するといった工夫が必要である． 

座間（消防研） ・ 兵庫県のフェニックスシステムは，情報収集から最後の支援まですべて

のものが網羅されている．しかし実際には，2004 年の水害の際に各市町

村からの入力が行われなかった． 

・ 防災情報システムの用件として，次の 3 つを挙げる．ネットワーク（情

報収集伝達），データベース（支援情報を出すためのバック），意思決定
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支援．最後の意思決定支援では，フェニックスシステムでも被害想定と

対応需要量程度しかない．今後の被害拡大予測や必要な支援予測につい

てはまだ欠けているのではないか． 

・ 宮崎氏と小澤氏の講演の中にもあったように，防災情報システムの運用

上の問題がある．システムが箱物と化さないためには，職員の教育や訓

練による情報リテラシーの向上，住民への啓蒙活動等が欠かせない．ま

た，入力する市町村がメリットを感じない限り入力作業が行われないの

で，連携や信頼関係が重要．さらに，電源の確保や庁舎の耐震化，通信

手段の確保なども行わないといけない． 

・ 情報システムが自治体内で閉じてしまっているところがあり，今後起こ

りうる広域災害での連携という点からは非常に問題である．ここは本プ

ロジェクトの成果が期待されるところと考える． 

・ 今後，防災情報システムには，状況把握，意思決定，対策という各フェ

ーズを支援する情報が，スパイラル的にどんどん更新されるというもの

が求められる． 

目黒（東大生産研） ・ 情報システムを入れても業務そのものは変わらない．「変わる」のではな

く，自分のやるべきことや次の対応が「わかる」ことが大事である．わ

かることによって，質が変わるのだと考える．たとえ災害を経験してい

なくても他の自治体のデータを利用できる．こうした分析によって，災

害業務の大幅な合理化が図られる． 

・ 減災情報共有システムの開発にあたり，2 つの軸を持つべきだと思う．

まず，現場の声を聞くだけでは不足がある．これは現場を軽視するとい

う意味ではない．防災の専門家がこれまでのものよりも非常に大きく進

んだシステムを作った上で，実際の使いやすさという点でより強く現場

の声を聞くという考え方のほうが良いのではないかと考えている．もう

ひとつは，こうしたシステムを「実際に使えるか」という観点からばか

りでなく，教育や訓練に積極的に用いていくという考え方も必要である．

これがうまくいえば，実際にシステムが使えなかったとしても，こうし

たシステムを必要としない人たちの数が増えるはず．こうした観点で考

えることも重要かと考える． 

宮崎氏（福岡市） ・ 福岡市の情報システムは，市がどのように災害に対応するかを考えたも

の．一番重点を置いているのは人命．いかに早く人命救助を行えるのか．

従来のＦＡＸ等による情報伝達ではなく，システムを使って集計し，い

かにはやく意思決定するかを考えた． 

・ 地震等の災害対応を通じて感じたことは，市を超えた対応，つまり県や

自衛隊，国へ，市で起こっている状況が映像・情報・数値として同時に

上がっていくのが大切だということ．これらを行うシステムを今後構築
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していく必要があると感じた． 

・ そんなに多くの情報量を上位機関へ上げる必要はないと感じている．特

に最初は間違った情報が入ってくるため，そうしたものを排除し，県や

国が本当に必要とする情報のみを上げるほうが混乱は生じないだろう．

必要な情報をシンプルかつ迅速に共有できることが，一番良い情報共有

システムではないか思う． 

小澤氏（静岡県） ・ 災害対応において，県は市町村と異なり，コーディネート業務が非常に

大きい．現在の静岡県のシステムは，県と市町村および他機関との情報

連携を担っているが，本プロジェクトのプラットフォームは非常に範囲

が広い．こうした研究を行っていただけるとありがたい． 

・ 県は市町村相手であり，相手の数はせいぜい 40,50 くらいだが，市町村

となると住民が相手で何万人オーダーとなる．よって，市町村業務をい

かに軽減できるかが，プラットフォームのポイントかと思う． 

・ 住民からの情報収集について，情報を得ても市職員が確認してから初め

て信頼できる情報として扱われるという話がある．ある特定の住民や公

的機関を利用して，そこからあがってきた情報は信頼度の高いものとし

て取り扱う，といった工夫が必要なのではと思う． 

・ 現状では，防災無線網を用いて，市町村の各部署から市災害対策本部に

情報が集められ，それが県の本部に入り，県の各部署等に情報が配信さ

れるという形にならざるを得ず，効率が良いとはいえない．情報共有プ

ラットフォームが社会的に認知されて，情報共有を支援してくれるよう

にしてくれれば，大変ありがたい． 
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川崎ラボラトリー 後藤所長挨拶     福岡市 宮崎氏講演 

 

  

        静岡県 小澤氏講演       パネルディスカッション 

 

  

          会場風景        防災科学技術研究所 片山理事長挨拶 

図 8-1 シンポジウム会場の様子 
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図 8-2 福岡市 宮崎氏講演資料 抜粋 
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図 8-3 静岡県 小澤氏講演資料 抜粋 
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